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報道関係各位                                                               2018 年 7 月 11 日 
株式会社川島織物セルコン 

 
 
 
 
 
 
 

株式会社川島織物セルコン（本社：京都市 社長：山口進）は、京都髙島屋で、7 月 18 日（水）より開催の当

社の歩みを紹介いただく記念展「悠久の美 創業 175 周年記念 川島織物展」に 175 周年記念企画商品と資

料を出展します。 

 
この企画展は、江戸末期の 1843 年に創業し、今日まで 175 年にわたり織物文化の発展に貢献してきた川

島織物セルコンについて、当社の歩みや手がけた事業の一端をご覧いただき、より理解を深めていただくこと

を目指したものです。 
1889（明治 22）年に建設した日本最古の企業博物館である「織物参考館」（現 川島織物文化館）の内観や、

セントルイス万国博覧会（1904／明治 37 年）に出展した日本式室内装飾「若冲の間」のレプリカやパネル、日

本画家の神坂雪佳が当社のために描いた作品や、当社のデザインの礎を築いた画家でありテキスタイルデザ

イナーでもあった澤部清五郎が描いた図案などを展示いただきます。 
また、企画展の開催が祇園祭期間中であることに併せ、橋弁慶山、菊水鉾にご協力をいただき、祇園祭の

懸装品の制作工程を、原画や織下絵とともに紹介します。 

 
■主な出展品 
◇神坂雪佳 「紫雲閣 綴織格天井」  （原画、復元） 

明治から大正にかけて活躍した実業家・浅野總一郎が、1909（明治 42）

年に東京・三田に建設した「紫雲閣」の天井を装飾した「綴織格天井」は、

日本画家の神坂雪佳が原画を手掛けた。 
原画 8 点と近年復元した綴織を出展。 

 
◇「若冲の間」 関連資料  （レプリカ、クロススクリーン、試織図案） 

セントルイス万国博覧会（1904／明治 37 年）に出品したトータルコーディ

ネート提案の部屋。伊藤若冲の「動植綵絵（どうしょくさいえ）」より 10 面を

選び、綴織で室内の壁面を装飾した。 

 
◇綴織壁掛 「洛中洛外図（祇園祭）」 

国宝「上杉本洛中洛外図屏風」の祇園祭の描写部分を綴織で製織したもの。1969(昭和 44)年制作。 

 
◇祇園祭 懸装品 「橋弁慶山 胴懸」、「菊水鉾 胴懸」  （原画、織下絵） 

2011 年に復元された橋弁慶山の胴懸、2015 年に新調された菊水鉾の胴懸の制作工程を紹介。 

 
このリリースに関するお問い合わせ 

株式会社川島織物セルコン 
報道関係の方から  広報担当    有賀・松本    TEL：075-741-4316 

※当リリースは、京都経済記者クラブにお届けし、当社ホームページ（http://www.kawashimaselkon.co.jp/）でも発表しています。 

髙島屋京都店で川島織物の企画展 

『悠久の美 創業 175 周年記念 川島織物展』 
会  場：京都髙島屋 7 階 催会場 

会  期：2018 年 7 月 18 日（水）～7 月 23 日（月） ※最終日は午後 7 時閉場 

 
「若冲の間」 レプリカ 
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＜参考資料＞ 

 

■株式会社川島織物セルコン 

創業175年を迎えた京都の織物メーカー。 

1843（天保14）年に初代川島甚兵衞が創業した呉服悉皆業にはじまり、着物の帯を極める一方で、明治

宮殿の室内装飾織物を納めたのをきっかけに、空間全体を心地よく創造するトータルコーディネーション

の考え方を確立し、迎賓館・ホテル・公共施設等の内装を手がけ、日本のインテリアファブリックを牽引し

てきた。 

現在は、帯・緞帳・祭礼幕などを扱う「身装・美術工芸事業」、カーテン・壁装・床材・インテリア小物・室内

装飾工事などを提供する「インテリア事業」の2事業を運営している。 

 

□概要  社 名 ： 株式会社川島織物セルコン （http://www.kawashimaselkon.co.jp/） 
所 在 地 ： 京都市左京区静市市原町 265 
創 業 ： 天保 14（1843）年 
事業内容 ： 身装・美術工芸事業（帯、緞帳、祭礼幕、和装小物などの製造販売） 
         インテリア事業（カーテン・壁装・床材・インテリア小物などの製造販売、室内装飾工事） 

 
 

■川島織物文化館 （http://www.kawashimaselkon.co.jp/bunkakan/） 

1889（明治22）年に二代川島甚兵衞が京都・三条高倉に建てた三階建ての洋館「織物参考館」に始まる

国内最古の企業博物館。初代・二代 川島甚兵衞がモノづくりの研究のため世界中から収集した染織品、

古書類、製作してきた原画類・試織など、織物に関する貴重な資料を保管している。 
これらの資料や当社が手がけてきたプロジェクトにまつわるエピソードを紹介し、織物の魅力や当社のこだ

わりのモノづくりを紹介している。 

 
□概要  名称 ： 川島織物文化館 

所 在 地 ： 京都市左京区静市市原町 265 株式会社川島織物セルコン内 

開館時間 ： 午前 10 時～午後 4 時 30 分   （入館は午後 4 時まで） 
休 館 日 ： 土、日、祝祭日、夏季年末年始 （川島織物セルコン休業日） 
入 館 料 ： 無料 
見学予約 ： 見学は事前予約制  ご予約専用 TEL：075-741-4323 
ア ク セ ス ： ●地下鉄「国際会館」駅より 
           ・京都バス（50/52 系統）「小町寺」下車 徒歩約 5 分、 タクシーで約 10 分 
         ●叡山電車 鞍馬線「市原」駅下車 徒歩約 7 分 
         ●京都駅より タクシーで約 40 分 

   

本社外観                   川島織物文化館 内観 


